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概要  

インターネットの普及と共に，ネットワーク上には様々な分野のコミュニティが形成されてい  

る．それらコミュニティでは，扱う情報資源に合わせたメタデータの記述方法を決めている．メタ  

データの記述形式はメタデータスキーマによって定義される．異なるメタデータスキーマが存在  

する場合，メタデータスキーマの違いを越えてメタデータの流通性，相互利用性，長期利用性を高  

める必要がある．   

我々は，メタデータの流通性，相互利用性長期保存性という観点からメタデータスキーマを登  

録し，利用者がより多くの情報資源を発見することを助けるメタデータレジストリを提案する．本  

稿では，メタデータレジストリの役割と機能について述べる．また本稿では，メタデータレジスト  

リのプロトタイプとしてRDFSchemaを利用したDublinCoreのためのメタデータレジストリ  

を作成した．  
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Abstract  

Metadataregistriesarefor工nalsysteIllSthatcandiscloseauthoritativeinfbrmatiorlaboutthe  

SeInanもicsandstructureofthe（加aelerllelltS・RegistrieswouldtypicallydeBnetheseman七ics  

Ofrrletadataelements，glVeinfbrmatioI10nanylocalextensions・andprovi〔1enlaPPlngStOOther  

l11etadatas（血emas．Thispapel・discussesbasicre（1uil・emelltSfornletadataschenlaregistries，and  

PrOpOSeSamultilingualmetadatareglStrybase（iontheDublinCoreMetadataElementSet・The  
registryusestheReHOurCeDescriptiollFra工11eW（）rk（RDF）SchenlaWhichis乱nenlergingstandard  

roI・eXPreSSlllgnletad山嵐Sdle工11鵡．  
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1 はじめに  

インターネットの普及と共に，ネットワーク  

上にはディジタル図書館，博物館，学会など様々  

な分野のコミュニティが形成されている．コミュ  

ニティの大きさは，国際的な広がりを持つもの  

から，地理的・分野的に小さなものまである．  

また，そこで使われている言語には，英語をは  

じめ日本語，独語，仏語など様々なものがある．  

現在では，これらコミュニティにおいて，それ  

ぞれの目的に合わせたメタデータの記述方法  

を定義するメタデータスキーマが作成されて  

いる．例えばDublinCoreは，ネットワーク  

上の情報資源のためのメタデータスキーマで，  

DublinCoreMetadata工nitiative（DCMI）よっ  

て基本的な15の要素（element）1が定義されて  

いる甘IMSでは，学習に関する情報資源のメ  

タデータスキーマをIEEELOM（LeamingOb－  

jectMetadata）に基づいて定義している［3］［4］・   

複数のメタデータスキーマが存在する場合，  

異なるメタデMタスキーマ間（例えばDublin  

CoreとIMS）で横断検索をおこなうことがで  

きれば，利用者はより多くの情報資源を発見す  

ることができる．   

また，さまざまなメタデータスキーマを蓄積  

し参照することができれば，メタデータレコー  

ド作成やコミュニティが新たにメタデータス  

キーマを作成する際に有用であると考えられ  

る．更にメタデータスキーマを蓄積・管理する  

ことにより，メタデータレコードの長期的利用  

が可能になる．   

メタデータレジストリは，このようなメタ  

データの相互利用性（interoperability）や長期  

利用性（longevity）を高めるために多種多様な  

メタデータスキーマを蓄積・管理し，利用者や  

アプリケーションがメタデータスキーマを参照  

することや、各要素間の関連を知ることを目的  

としたシステムである．   

本稿では、メタデータレジストリの目的とそ  

の機能と，ResourceDescriptionFrameWOrk（RDF）  

Schemaを用いたDublin Coreのためのメタ  

データレジストリについて述べる．  

2 メタデータレジストリ   

2．1 メタデータレジストリの機能   

メタデータスキーマでは，コミュニティの扱  

う情報資源に合わせた要素を決め，各要素を  

記述するために必要な値を定義する．例えば  

DublinCoreでは，Subject要素を図1のよう  

に定義している．現在では，Dublin Coreや  

IEEELOM以外に，BIBLINK［5］，GILS［6］，  

MARC21〔7】などコミュニティの目的に合わせ  

て様々なメタデータスキーマが定義されている．  

また，DCMIではDublinCoreQualiAerとし  

て，DublinCoreの各要素に詳細な役割を与え  

た要素（elemen七refinement）や各要素で用いる  

値のフォーマットや語彙（encodingscheme）を  

決めている［2］．   

メタデータスキーマは，例えば以下のように  

利用されることが考えられる．   

（1）参照   

メタデータレコード作成者がレコード作成の   

際に，メタデータスキーマにどのような要素   

があり，各要素にどのような億を記述すれば   

よいか情報を得る．  

Nanle：SubjectandKeywords  

I（1entiBer：Subject  
Defi11itioIl：The toplC Ofthe colltent Of the  

I－eSOuI●Ce．  

Comment：Typical1y，aSubject wi11be eエー  

pressedaskeywords．keyphrases  

or classiScation codes that（le－  

SCribe a topIC Of the resource．  

Recommendedbestpracticeisto  

Select a vaJue fl・Om a COlltrOlle〔l  

VOぐabul・乱ry Ol・払1・lnalclassifica－  

1Dul）1inCol・eの15要素：Title．Creator．Subject．  
Descriptioll，Publisher．Colltributor，Date、tyPe・For－  

matJ〔lビ11ti鮎r・SoltrCe，Langllage、Relation，Coverage，  

RiglltS  

図1DublillCol・eのSubject要素の定義  
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2．2 メタデータレジストリに登録される  

情報  

メタデータレジストリの基本的な役割は，登  

録されているメタデータスキーマを利用者や  

アプリケーションに提供することである．メタ  

データレジストリは単にメタデータスキーマの  

辞書ではなく，前節で挙げたメタデ岬タスキー  

マの参照，検索，Crossw乱1kのサポート，管理な  

どの機能が必要である．これら機能を実現する  

た捌こ，メタデータレジストリには以下の情報  

を登録する．   

（1）メタデータスキーマの参照記述（Re壬如℃nCe   

Descェ・iption）   

参照記述は，メタデータスキーマの各要素の   

定義を記述したものである．参照記述は，少   

なくとも，TitleやSubjectといったメタデー   

タを構成する要素を言静によらずユニークに   

識別するIDと人間が読むことができる要素   

各要素の役割の解説から構成される．必要で   

あれば，メタデータレコードに記述する値の   

フォーマットや語彙を決めたり，他の要素との   

関連を定義する．例えば，サブエレメントを定   

義する場合，親エレメントのIDを記述してエ   

レメント間の関連を定義する．図1は，Dublin   

CoreのSubject要素の定義である．Dublin   

Coreでは参照記述として，Name、Identiiier，   

De丘nition，Commentを記述している．   

（2）ApplicationPro丘1e   

ApplicationProfi1eは，既存の1つまたは複数   

のメタデータスキーマの中から，コミュニティ   

や研究プロジェクトなどの目的に合う要素を   

選択した集合である（図2参照卜例えばIMS   

は，IEEELOMというメタデータスキーマか   

ら学習に関するメタデータレコードを記述す   

るために必要な要素を選択したApplication   

PI、0丘1eである．   

（3）Crosswalkとdulnb－downのためのマッピ   

ング   

Crosswalkとdulnb－downは、横断検索でメタ   

データの相互利用性を高めたり、VeI・Siollが異  

（2）検索   

メタデータスキーマ作成者，メタデータレコー  

ド作成者，メタデータデータベース利用者な   

どが既存のメタデータスキーマを調べ，同じ   

目的を持つものがあれば，そのメタデータス   

キ㌦マをそのまま利用したり，必要な部分だ   

けを利用する．   

（3）Crosswalk   

異なるメタデータスキーマに含まれる要素に   

ついて丁同様の役割を持つ要素間の関連を作   

成しておき，メタデータのデータベースの横   

断検索などに利用する．  

以上のことから，利用者やアプリケーション  

の利便性を考え，様々なメタデータスキーマを  

登録するレジストリが必要であると考える．こ  

のレジストリをメタデータレジストリと呼ぶ．  

メタデータレジストリは，単にメタデータスキ  

ーマを蓄積するだけのリボジトリではなく，上  

に述べたメタデータスキーマの（1）参照，（2）検  

象（3）Crosswalkの機能を持つ必要がある．更  

に（4）長期に渡ってメタデータスキーマを管理  

（登録・変更・削除）する機能が必要である．   

現在DCMIでは，レジストリworkinggroup  

においてメタデータレジストリに関する議論  

をおこなっている．UKOLNでは，EUのDE－  

SIREI工プロジェクトの一環として，メタデータ  

レジストリの開発が行われている．ISOll179  

は，メタデータレジストリを作成するための基  

準として，メタデータスキーマの管理方法を決  

めている．  

既存の鵬tadataSchema 坤On  

昏詭  
0：要素  必要な要素を選択する  

図2 ApplicaもiollPro邑1eの概念  
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＜？Ⅹml vers土On＝I－1．0‖？＞  

＜rdf：RDF xmlns：rdf＝．一ht・ヒP：／／www・W3・Org／1999／02／22Mrdf－Synヒax－nS洋一▼  

xmlns：ごdfs＝‖hヒ亡P：／／www．w3．org／TR／1999／PR－rdf－SChema－19990303♯－－  

Ⅹmlns：dc＝”htヒP：／／purl．org／dc／elements／1．1／一7  

Ⅹmlns：my＝一■htt・P：／／www・dl・ulis・aC．jp／myrdf＃．．＞  

＜rdf：DescriptionID＝1’Subjectl’＞  
＜rdf：tyPe rdf：reSOurCe＝．一http：／／www・W3・Org／1999／02／22～rdf－Syn亡ax－nS＃Property＝／＞  

＜rdf：label＞Subject and Keywords＜／rdf：label＞  
＜rdfs：COmment＞The topic of the conヒent of the resource．＜／rdfs：COmment＞  

＜my：COmment＞TypICally，a Subjec亡 Willbe expressed as keywords′ key  

Phrases or classification codes that describe a topIC Of the resource．  
Recommended bes亡 PraC亡iceis 亡O Selecヒ a value from a contr01led  
VOCabulary or formalclassificaヒion scheme．＜／my：COmmen亡＞  

＜／rdf：Descripヒion＞  

＜／rdf：RDF＞  

図3 RDFSchemaを用いたSubject要素の参照記述  

なるメタデータスキーマの間でメタデータレ  

コードの変換をおこなうことによりメタデー  

タの長期利用性を高めるための重要な機能で  

ある．  

Crosswalkを実現するために，異なるメタデー  

タスキ岬マに含まれる要素について，同様の役  

割を持つ要素間の関連を記述し蓄積する，例え  

ば，「DublinCoreとIEEELOMのTitle要  

素は互換性がある」や「DublinCoreにIEEE  

LOMのEduca七ional要素に対応する要素は  

存在しない」といったマッピングを記述する．  

dumb－downは，より詳細な役割を与えられ  

たメタデータの要素を一般的な要素に変換す  

ることである．Dublin Coreの場合，dumb－  

dowTlは〔1uali鮎r付きの要素を（1uali丘eェ・の  

無いSimpleDublinCoreの要素に変換する  

ことである．例えば，DublinCoreQualifierの  

中では，DublinCoreのDate要素に対して、  

Create孔Valid．Availal）1e、Issued．Modi丘ed  

というelementre丘nementqualifierを定義し  

ている［2J．以下は、quali鮎1・を取り除くだけ  

の最も簡単なdulllb－downの例である．   

qtlali鮎ご付きの要素：  

くDate＞  

＜Created＞2000－5－1＜／Created＞  

く／Da七e＞  

dunlb－down後：  

くDa七e＞2000－5－1＜／Date＞  

（4）ユーザガイド  

メタデータレジストリの利用者のために，新た  

にメタデータスキーマを作成する方法，登録さ  

れているメタデータスキーマを用いて記述し  

たメタデ㌦タレコードのサンプル，目的のメタ  

データスキーマを探すための補助など様々な  

ユーザガイドを蓄積する．  

3 RDFSchemaによるDublin  
Core参照記述  

前節までにメタデータスキーマの役割やメタ  

データレジストリの機能について述べてきた．  

ここでは，レジストリに登録するメタデータス  

キーマの参照記述の記述方法をDublin Core  

とDublinCoreQuali鮎rを例に述べる．   

レジストリに登録する情報やメタデータレ  

コードの記述は，文書構造を明確にし機械的に  

処理できる必要がある．本稿では、ⅩMLを利  

用してメタデータを記述するための枠組である  

RDF（Resource Description Fl、皿1eWO工・k）［8】  

をDublin Coreメタデータレコードの記述に  

用いた．また、DublinCoreのメタデータスキp  

マの記述には．RDFのスキーマを定義するた  

めの言語であるRDFSchellla〔9】を用いた．   

図3は．RDF Schemaを利用した Dublill  

CoreのSubject要素の参照定義である．図1の  

属性名と図3に示したⅩMLのタグは．Naェneと  

1abel．Identi員erとID、Definitionとrdfs：L：Ommellt、  
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＜rdf：Property rdf：ID＝”created一■＞  

＜rdfs：label＞Created＜／rdfs：label＞  
＜rdfs：COmment＞Date of creaヒion of ヒhe resource，＜／rdfs：COmmen亡＞  

＜rdfs：SubPropertyOf rdf：reSOurCe＝．Thヒtp：／／purl．0rg／dc／elements／1．1津daヒe”／＞  

＜rdfs：isDefinedBy rdf：reSOurCeニ川http：／／Purl・Org／dc／documenヒS／dcmespqualifiers－1／＞  
＜／ごdf：Proper亡y＞  

図4 Elerne11tRefinementの例‥RDFSを用いたCreatedQualiBerの定義  

＜rdf：Description rdf：工D＝IlhこtP：／／purL・Org／dc／elements／1．1＃subjecじ一▼＞  

＜rdfs：range rdf：reSOurCe＝．一Sunjec亡SchemeT，／＞  

＜／rdf：Descr土pしlon＞  

＜my：Da亡aType rdf：ID＝’一SubjectScheme”＞  

＜rdfs：label＞Subjec亡 Encoding Schemes＜／rdfs：label＞  
＜rdfs：COmmen亡＞A se亡 Of subjec亡 encoding schemes and／or formaヒS＜／rdfs：COmment＞  

く／my：DaヒaType＞  

＜my：DataType rdf：工D＝”LCSHl’＞  

＜rdfs：label＞LCSH＜／rdfs：label＞  
＜rdfs：COmmenヒ＞Library of Congress Subject Headings＜／rdfs：COmmenヒ＞  
くrdfs：SubClassOf rdf：reSOurCe＝＝一一Subjec亡Scheme”／＞  

＜／my：DaヒaType＞  

＜my：DaヒaType rdf：工D＝TfMESH’一＞  

＜rdfs：label＞MeSH＜／rdfs：label＞  
＜rdfs：COmmenヒ＞MedicalSubject Headings＜／rdfs：COmment＞  
＜rdfs：SubClassOf rdf：reSOurCe＝”Subject．Scheme．T／＞  

＜／my：DaヒaType＞  

図5 EncodingSchemeの例：RDFSを用いたSubjectに関するschemeの定義  

4 DublinCore多言語レジスト  

リ  

我々は，DublinCore参照記述を登録したメ  

タデータレジストリのプロトタイプを作成し  

た上ll］．このレジストリには，14種類の言語2で  

記述したDublinCore参照記述を登録してあ  

る．本稿では、このメタデータレジストリを  

DCML（DublinCoreinMultipleLangtlageS）  
レジストリと呼ぶ．   

利用者は．Webブラウザを介してDCMLレ  

ジストリに登録されている参照記述を閲覧する  

ことができる．タイ語やギリシャ語など、ブラ  

ウザ側にフォントが無い場合でもMHTMエア  

プレット［叫を利用することで，文字化けする  

ことなく参照記述を表示することができる．   

まず利用者は図7や図8に示したインタフェー  

ColIlmentとnly：COrIlⅡ1ell七がそれぞれ対応し  

ている．   

DublinCoreでは（1uali鮎rとして，element  

l・e員nenlerltとelerllenten（：0（1ingsche汀1eの2種  

類を定義している．図4と図5は，DublinCore  

Quali鮎rの中の，Subject要素とDate要素に  

関連する（1uali鮎工・の参照記述の一部である．   

ele111eIlt．1・e翫1eエ11elltでは，要素を適用する範  

囲に制限を加えたり、詳細な意味を与えた要素  

を定義する．図4では、DaLe要素を工・efineして．  

情報資源が作成された日付をあらわすCl・ei止e〔1  

要素を定義している．   

ellCOdingschenleでは．要素に記述する値の  

フォーマットや語桑などを定義する．図5では、  

Subject要素を記述する備に用いることができ  

るschel11eとして、LCSHとMeSHを定義して  

いる．図6はRDFを用いたメタデータレコー  

ドの記述例である．  
Jll種類の言語：英語、フィンランド詩，仏語．独語．  

ギリシャ語、ノルウェ岬語．ポルトガル簿，スペイン語，中  

国語（〔’11i王1PSe、T長山′alleSe），インドネシア誇，韓国語．タ  

イ語＼日本語  
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＜？xml veごS土on＝り1．0▼l？＞  

＜rdf：RDF xmlns：rdf＝t．ht亡P：／／www．w3．org／1999／02／22－rdf～SyntaX－nS＃”  

Xmlns：dc＝，一http：／／purl．0rg／dc／eLements／l．1／一一  

Xmlns：dcq＝．，hヒtp：／／purl．0rg／dc／documenヒS／dcmes－qualifiers．．  

Xmlns：my＝‖hヒtp：／／www．dl・ulis．ac．jp／myrdf＃，一＞  

＜rdf：Description about＝川ht・tP：／／www．dl．ulis．ac．jp／DCML／”＞  

＜dc：title＞Dublin Corein Multiple Language＜／dc：ヒitle＞  
＜dc：CreaヒOr＞Shigeo Sugimo亡0＜／dc：CreaヒOr＞  
＜dc：Subjecヒ＞a pro亡○亡ype RDF registry＜／dc：Subject＞  
＜dcq：Creaヒed my：SCheme＝’’w3CDTF，一＞2000－08－19＜／dcq：Crea亡ed＞  

＜／rdf：Descr土p亡10n＞  

＜／ごdf：RDF＞  

図6 RDFを用いたDublinCoreメタデータレコードの記述例  

スを使い，それぞれの言語で記述されたDublill  

CoI、eの要素を選択する．図7は列に言語，行に  

要素を持つマトリクスである．利用者は閲覧し  

たい言語で書かれた要素に当てはまるマスを一  

つ一つ選択する．図8は，言語と要素をそれぞ  

れ箇条書きにしたものである．図8では、図7  

のように閲覧する要素をマトリクスの中から一  

つ一つ選択するのではなく，利用者が選択した  

言語と要素に当てはまる定義を検索して表示す  

る．例えば図8は，英語，ノルウェー語，タイ語  

で書かれたCreator要素とSubjec七要素の定  

義を選択し，表示させる例である．利用者が選  

択した結果は図9のように表示される．図9は，  

DublinCoreのTitle要素の定義を英語，日本  

語，タイ語で表示した例である．  

（3）時間的経過による新版の出現   

などに対応していかねばならない．   

今後メタデータレジストリでは，これらメタ  

データスキーマの違いを越えて，メタデータの  

相互利用性や長期的利用性を高めるために，以  

下の機能が必要であると考えられる．  

・qualifierからSimpleDublinCoreへの  

dumb－downを実現するためのモデル  

・異なる要素やqualifier間でcrosswalkを  

実現するためのモデル   

、● メタデータスキーマのバージョン管理の  

モデル  

●言語によらずメタデータを表現するため  

のモデル  
5 今後のメタデータレジストリの  

課題  

メタデータスキーマは，メタデータの流通性，  

相互利用性，長期利用性のために標準（stafト  

dard）として定義されるものである．したがっ  

て、メタデータレジストリの基本的役割は標準  

を誰もが見られるようにすることである．とこ  

ろが現実には，   

（1）コミュニティの目的や分野に応じた要素  

やquali丘erの出現  

（2）地域や言語，文化に応じた要素やquali一  

員erの出現，  

6 おわりに  

本稿では，メタデータスキーマの役割，メタ  

データレジストリの機能，RDF Schelll孔を利  

用したDublin Coreの参照記述の記述方法に  

ついて述べた．また，参照記述を検索して閲覧  

することができるメタデータレジストリを作成  

した．   

今後は，前節で述べたようなコミュニティに  

よるメタデータスキーマの違いを表現するため  

のデータモデルを作成し，メタデータスキーマ  

の登録，修正ノーージョン管理．crosswalkの機  

能を持つメタデータレジストリを実現する．  
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図7 選択画面（1）  
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図8 選択画面（2）  
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図9 エレメントの選択結果  
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